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1. 概要 

本キットでは、“BOM 6.0 アーカイブデータベース管理メニュー”のサーバーメンテナンスの機能(データベースのバックアッ

プ、インデックスの再構築)を自動化することができます。 

BOM for Windows Ver.6.0(以下 BOM)と BOM Report オプション Ver.6.0(以下 Report オプション)を使用すると

BOMによる監視データのレポート化が可能です。この場合、レポート出力するためには手動で操作する必要があります。

本キットを使用し Job Director R13 と連携することにより、レポート作成のジョブ実行時刻を設定し、自動でレポート

出力を行う事ができます。本書は Job Director R13 と BOM を連携して、 BOM のいくつかの機能を自動化する

キット(以下連携キット)について説明いたします。 

 

2. 連携キットの機能 

2.1.  アーカイブデータベースのバックアップ  

“アーカイブデータベースのバックアップ”は、“BOM 6.0 アーカイブデータベース管理メニュー”の“アーカイブデータベースの

バックアップ”の機能と同じです。“BOM 6.0 アーカイブデータベース管理メニュー”では、“B”コマンドを手動入力すると

バックアップを実行します。 Job Director R13 を使用すると、バックアップの開始時刻を設定できます。よって、他のバ

ッチ処理が稼働していない時間帯等にバックアップを自動実行することが可能です。アーカイブデータベースのバックアッ

プ先ファイルはシステム変数で指定したファイルになります。 

 

2.2.  インデックスの再構築  

“インデックスの再構築”は“BOM 6.0 アーカイブデータベース管理メニュー”の“インデックスの再構築”の機能と同じで

す。“BOM 6.0 アーカイブデータベース管理メニュー”では、“E”コマンドを手動入力するとインデックスの再構築を実行

します。Job Director R13 を使用すると、インデックスの再構築開始時刻を決める事ができます。よって、他のバッチ処

理が稼働していない時間帯等にインデックスの再構築を自動実行することが可能です 
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2.3.  データ削除  

“データ削除”は“BOM 6.0 アーカイブマネージャー”の[BOM アーカイブ]-[プロパティ]-「自動削除」タブ“削除対象外の

レコード数”設定の日数指定と同じです。件数指定はできません。また日数指定は“監視ログ”、“検出したイベントロ

グ”、“ヒストリー”に共通で個別に設定できません。Job Director R13 を使用すると、データ削除開始時刻を決める

事ができます。よって、他のバッチ処理が稼働していない時間帯等に“データ削除”を自動実行することが可能です。 

 

※Job Director R13 を利用する本機能は SQL Server Express Edition 以外のアーカイブデータベースには必要

ありません。“データ削除”の機能はもともとアーカイブデータベースの機能に含まれています。しかし、SQL Server 

Express Edition のアーカイブデータベースでは機能制限になっています。Job Director R13 を使用して補完するの

が本機能です。 

 

2.4.  レポート出力  

BOM の Report オプションは、アーカイブデータベースの蓄積データを分析し、コンピューターの状態をチャート図やグラ

フで表示します。 Job Director R13 とReport オプションを利用すれば、レポート出力時刻およびレポート出力期間

を設定することできます。たとえば、毎月、月初めに前月 1 ケ月のレポート出力を自動実行することが可能です。 

また、出力形式は MHTML 形式、Excel 形式等を選択できます。 
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3. 連携キットのインストール 

3.1.  環境条件  

BOM 6.0 連携キットは、以下の条件を満たしている場合にご利用頂けます。 

 Job Director R13.2 がインストールされ、正常に動作していること。 

 SQL Server がインストールされ、BOM 6.0 用の BOM アーカイブデータベースが稼動していること。 

 BOM 6.0 Report オプションがインストールされ、正常に動作していること。 

 

動作環境の詳細については以下にご案内します各ドキュメントをご参照ください。 

 

ドキュメント名      確認内容 

同梱してある"Readme.txt"      【動作検証済みバージョン】 

Job Director R13 メディア内に同梱してありますリリースノート   【3.1. 対応 OS一覧】 

BOM Report オプション Ver.6.0 ユーザーズ マニュアル   【2.1 動作環境】 

 

 

Windows OS

SQL Server

アーカイブデータベース

BOM 6.0

Report 
オプション

Job Director R13

Job Director R13/BOM6アーカイブデータベース連携キット

 

連携キットの構成例 
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3.2.  JNW のアップロード 

連携キットに同梱されている“JD13”フォルダーを Job Director R13 で“アップロード”します。 

1. Job Director クライアント(CL/Win)を起動します。 

2. [ファイル]-[Helper機能]-[アップロード]を選択します。 

 

 

 

3. アップロード対象のユーザーの指定画面が表示されますので、[全ユーザ]を選択後、[OK]をクリックします。 

 

 

 

4. アップロード対象の指定<全ユーザ>画面で[参照]をクリックします。 

 

 

 

5. フォルダーの参照画面で” JD13 ”を選択し、[OK]をクリックします。 
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6. アップロード対象の指定<全ユーザ>画面で<アップロード>をクリックします。 

 

 

 

 

7. 定義のアップロード画面を確認し、<閉じる>をクリックします。 

 

 

 

8. アップロード後に「ジョブネットワーク一覧」タブの左側のペインの“UnitJnw”をクリックし、[最新情報表示]アイコン

をクリックします。 

 

 

 

9. アップロードされた“UniｔJnw”に含まれる 4 個のジョブネットワークが右側ペインに表示されます。 
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3.3.  連携キット用バッチファイルのコピーとバッチファイル内容変更  

A) 連携キットに必要なバッチファイルのコピー 

1. 連携キットに同梱されているフォルダー「バッチファイル」に含まれるファイルをすべて、次のフォルダーにコピーしま

す。 

例：“C:¥Program Files¥SAY Technologies¥BOMW6¥BOMDB”(x86 の場合) 

例：“C:¥Program Files (x86)¥SAY Technologies¥BOMW6¥BOMDB”(x64 の場合) 

既定では、上記の例のようになりますが、もし BOM のインストールフォルダーを変更された場合には、“BOMDB”

フォルダーにコピーしてください。 

 

B) ファイル内容の変更 

レポート出力を行うには、インスタンスの指定が必要になります。インスタンスの指定にはレポートオプションに付

属している“BOM 6.0 レポート作成ウィザード”を使用してレポート出力に必要なコマンドを作成し、JNW で

実行するバッチファイルに変更する内容を反映します。 

 

1. [スタート]–[すべてのプログラム]–[BOM]–[BOM for Windows Ver.6.0]–[BOM 6.0 レポート作成ウィザード]をク

リックし、BOM 6.0 レポート作成ウィザードを起動します。続いて、[次へ]をクリックします。 

 

 

 

2. “アーカイブデータベースへの接続”画面が表示されますので、レポート作成するインスタンスのデータ蓄積された

アーカイブデータベースを指定し、パスワードを入力して[次へ]をクリックします。 
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3. “レポート出力期間の指定画面”が表示されますので、レポート出力期間、出力フォルダーを指定して、[次へ]

をクリックします。出力フォルダーは図の例では、Administrator のマイドキュメントになっています。お客様のご

都合に合わせて任意のフォルダーへ変更下さい。 

 

 

 

 

4. “レポート作成インスタンスの指定”画面が表示されます。出力対象のインスタンス ID の先頭にあるチェックボック

スにチェックをし、 [次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

5. “レポート出力シートの指定”画面が表示されますので、出力するシートを指定して[次へ]をクリックします。 
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6. “出力設定の確認”画面が表示されます。[クリップボードへコピー]をクリックすると“コマンドライン実行用文字列”

がクリップボードに格納されます。[キャンセル]ボタンでウィンドウを閉じます。 

 

 

 

7. 「3.3．連携キット用バッチファイルのコピーとパッチファイル内容変更」でコピーしたファイルのうち“report-kit.bat”

ファイルをテキストエディタで開きます。 

 

8. “report-kit.bat”ファイルの内容すべてをクリップボード内に格納されている“コマンドライン実行用文字列”を上

書きし、変更します。 

 

 

 

9. レポート出力期間を相対日付に変更します。 

8.項で作成した“コマンドライン実行用文字列”ではレポート出力期間が、絶対日付の設定になっています。

レポート出力の定期的実行には、下記例のように出力期間を相対期間に変更する必要があります。 

-output_month:-0y-1m 
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-output_period_s:-0y-1m01 

-output_period_e:-0y-1mee 

この設定では、バッチを実行した日の前月の 1日から 31日までを出力期間としてレポートを作成します。 

 

※コマンドライン実行用文字列は任意で変更することが可能です。変更方法の詳細については、

‘BOMW6.0-Report オプションユーザーズマニュアル’の“第 8章付録”に記述されていますので、ご参照くださ

い。 

レポート出力するインスタンスが複数ある場合には、レポート作成ウィザードで必要なインスタンスを指定し、8項

と同様、クリップボード内のコマンドライン実行文字列をすべて上書きしてください。 

 

10. “上書き保存”を実行し、テキストエディタを終了します。 

 

3.4.  連携キット用環境変数の設定  

連携キットに必要な環境変数を Job Director R13 に登録します 

1. アップロードした“UnitJnw”を選択後右側ペインに表示されているジョブネットワーク一覧の中の[アーカイブデー

タベースのバックアップ]を右クリックし、コンテキストメニューより[パラメータ]をクリックします。 

 

 

 

2. パラメータ画面が表示されますので、「環境変数」タブをクリックします。 
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3. 「3.2.JNW のインポート」でインポートした環境変数が設定されています。変更する場合には編集する変数をク

リックして、[編集]をクリックします。 

 

※なお、環境変数を実際の動作環境に沿った値に変更しないと正常に動作しません。必ず環境変数が動作

環境に合っているか確認してください。また、変更する場合は、変更終了した時点でジョブが有効となりますので、

ジョブの実行時刻設定に従って動作します。ご注意ください。 

 

 

 

4. 動作環境に合った環境変数を設定します。 
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変数名：BOMPATH  変数値：“BOM アーカイブデータベース用コマンドのインストールパス” 

例：“C:¥Program Files¥SAY Technologies¥BOMW6¥BOMDB”(x86 の場合) 

例：“C:¥Program Files (x86)¥SAY Technologies¥BOMW6¥BOMDB”(x64 の場合) 

変数名：DBBACKUPFILE 変数値：<任意のバックアップファイルへのフルパス> 

例：“C:¥SQLEXPRESS¥DBBackup.bak” 

 

5. 同様に、ジョブネットワーク、“インデックスの再構築”、“データ削除”、“レポート出力”も環境に応じてそれぞれ

環境変数を変更します。 

【連携キットの各変数の既定値】 

 “インデックスの再構築” 

変数名：BOMPATH 変数値：“BOM アーカイブデータベース用コマンドのインストールパス” 

 “データ削除” 

変数名：BOMPATH 変数値：“BOM アーカイブデータベース用コマンドのインストールパス” 

変数名：DeleteSpan 変数値：<残しておきたい日数(既定値 365)> 

 “レポート出力” 

変数名：BOMPATH 変数値：“BOM アーカイブデータベース用コマンドのインストールパス” 



 
 

12 

 

4. 連携キットの使用方法 

「3.連携キットのインストール」までの操作が完了した時点で、本連携キットのジョブネットワークは以下の既定値で実

行されています。 

 

機能 開始時刻 終了時刻 

アーカイブデータベースのバックアップ 毎週日曜日の午前 0:00 バックアップ終了まで 

インデックスの再構築 毎月 1日の 3:00 再構築終了まで 

データ削除 毎日 4:00 データ削除終了まで 

レポート出力 毎月第 1日目の 1:00 前月 1日から末日まで 

 

各既定値を変更する場合は、以降の手順で必要な値を変更してください。 

 

4.1.  アーカイブデータベースのバックアップ  

“アーカイブデータベースのバックアップ”ジョブネットワークはスケジュールされた間隔で自動実行されます。 

※アーカイブデータベースのバックアップは 1世代のバックアップ方法のみです。ご注意ください。 

 

アーカイブデータベースのバックアップ時刻の変更を行います。 

1. Job Director クライアント(CL/Win)を起動します。 

2. 「スケジュール一覧」タブを開きます。“アーカイブデータベースのバックアップ”をダブルクリックします。 
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3. “スケジュール設定 アーカイブデータベースのバックアップ”画面の“ルール”リストに表示されている“登録”をクリッ

クし、[ルール変更]をクリックします。 

 

 

 

4. “ルール設定”画面で既定の設定が表示されます。アーカイブデータベースのバックアップ開始時刻既定値は毎

週日曜日 AM0 時になっています。変更する場合は、この画面で変更し、[OK]をクリックします。 

 

 

 

※なお、変更する場合、適用期間は必ず変更日以降に設定してください。もし、適用期間が変更日以降で

なければ、[OK]をクリックした時に、エラーメッセージが出ます。 

 

 

 

5. 3.の“スケジュール設定 アーカイブデータベースのバックアップ”画面に戻ります。「関連 JNW」タブをクリックしま

す。 
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6. 「関連 JNW」に“アーカイブデータベースのバックアップ”が表示されているのを確認します。[OK]をクリックしてウィ

ンドウを閉じます。 
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4.2.  インデックスの再構築  

“インデックスの再構築”ジョブネットワークはスケジュールされた間隔でアーカイブサーバーのインデックスの再構築を自

動実行されます。 

 

アーカイブデータベースのインデックスの再構築の時刻変更を行います。 

1. Job Director クライアント(CL/Win)を起動します。 

2. 「スケジュール一覧」タブを開きます。“インデックスの再構築”をダブルクリックします。 

 

 

 

3. “スケジュール設定 インデックスの再構築”画面の“ルール”リストに表示されている“登録”をクリックし、[ルール

変更]をクリックします。 

 

 

 

4. “ルール設定”画面で既定の設定が表示されます。インデックスの再構築開始時刻既定値は毎月 1 日 AM3 

時になっています。変更する場合は、この画面で変更し、[OK]をクリックします。 

 



 
 

16 

 

 

 

※なお、変更する場合、適用期間は必ず変更日以降に設定してください。もし、変更日以降でなければ、

[OK]をクリックした時に、エラーメッセージが出ます。 

 

 

 

5. 3.の“スケジュール設定 インデックスの再構築”画面に戻ります。「関連 JNW」タブをクリックします。 

 

 

 

6. 「関連 JNW」に“インデックスの再構築”が表示されているのを確認します。[OK]をクリックしてウィンドウを閉じま

す。 
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4.3.  データ削除  

“データ削除”ジョブネットワークはスケジュールされた間隔でアーカイブサーバーのデータを自動削除されます。 

 

※本機能は、SQL Server Express Edition 上に BOM アーカイブサーバーを構築している場合に有効です。 SQL 

Server Express Edition 以外の場合には必要ありません。アーカイブサーバーに SQL Server Express Edition 以

外をご使用する場合には、後述のデータ削除機能の設定無効を参照し設定無効にしてください。 

 

アーカイブデータベースのデータ削除時刻を変更します。 

1. Job Director クライアント(CL/Win)を起動します。 

2. 「スケジュール一覧」タブを開きます。“データ削除”をダブルクリックします。 

 

 

 

3. “スケジュール設定 データ削除”画面の“ルール”リストに表示されている“登録”をクリックし、[ルール変更]をクリ

ックします。 

 

 

 

4. “ルール設定”画面で既定の設定が表示されます。データ削除開始時刻既定値は毎日 AM4 時になっていま

す。変更する場合は、この画面で変更し、[OK]をクリックします。 
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※なお、変更する場合、適用期間は必ず変更日以降に設定してください。もし、変更日以降でなければ、

[OK]をクリックした時に、エラーメッセージが出ます。 

 

 

 

5. 3.の“スケジュール設定 データ削除”画面に戻ります。「関連 JNW」タブをクリックします。 

 

 

 

6. 「関連 JNW」に“データ削除”が表示されているのを確認します。[OK]をクリックしてウィンドウを閉じます。 
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データ削除機能の設定を無効にします。 

1. Job Director クライアント(CL/Win)を起動します。 

2. 「スケジュール一覧」タブを開きます。“データ削除”を右クリックし、コンテキストメニューから、“無効”をクリックしま

す。 

 

 

 

3. “確認”ウィンドウで[続行]をクリックします。 

 

 

 

4. “データ削除”設定が“無効”になったことを確認します。 
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4.4.  レポート出力  

“レポート出力”ジョブネットワークはスケジュールされた間隔でレポート出力を自動実行されます。 

 

A) レポート出力時刻の変更 

1. Job Director クライアント(CL/Win)を起動します。 

2. 「スケジュール一覧」タブを開きます。“レポート出力”をダブルクリックします。 

 

 

 

3. “スケジュール設定 レポート出力”画面の“ルール”リストに表示されている“登録”をクリックし、[ルール変更]をク

リックします。 

 

 

 

4. “ルール設定”画面で既定の設定が表示されます。データ削除開始時刻既定値は毎月 1日 AM1 時になって

います。変更する場合は、この画面で変更し、[OK]をクリックします。 
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※なお、変更する場合、適用期間は必ず変更日以降に設定してください。もし、変更日以降でなければ、

[OK]をクリックした時に、エラーメッセージが出ます。 

 

 

 

5. 3.の“スケジュール設定 レポート出力”画面に戻ります。「関連 JNW」タブをクリックします。 

 

 

 

6. 「関連 JNW」に“レポート出力”が表示されているのを確認します。[OK]をクリックしてウィンドウを閉じます。 
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B) レポート期間の設定 

 

レポート出力を行うには、インスタンスの指定とレポート期間の設定が必要になります。インスタンスの指定とレ

ポート期間の設定には レポート オプションに付属している“BOM 6.0 レポート作成ウィザード”を使用してレ

ポート出力に必要なコマンドを作成し、JNW で実行するバッチファイルに変更する内容を反映します。 

 

1. [スタート]–[すべてのプログラム]–[BOM]–[BOM for Windows Ver.6.0]–[BOM 6.0 レポート作成ウィザード]をク

リックし、BOM 6.0 レポート作成ウィザードを起動します。続いて、[次へ]をクリックします。 

 

 

 

2. “アーカイブデータベースへの接続”画面が表示されますので、レポート作成するインスタンスのデータ蓄積された

アーカイブデータベースを指定し、パスワードを入力して[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

3. “レポート出力期間の指定画面”が表示されますので、レポート出力期間、出力フォルダーを指定して、[次へ]

をクリックします。出力フォルダーは図の例では、Administrator のマイドキュメントになっています。お客様のご

都合に合わせて任意のフォルダーへ変更下さい。 
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4. “レポート作成インスタンスの指定”画面が表示されます。出力対象のインスタンス ID の先頭にあるチェックボック

スにチェックをし、 [次へ]をクリックします。 

 

 

 

5. “レポート出力シートの指定”画面が表示されますので、出力するシートを指定して[次へ]をクリックします。 

 

 

 

6. “出力設定の確認”画面が表示されます。[クリップボードへコピー]をクリックすると”コマンドライン実行用文字列”

がクリップボードに格納されます。[キャンセル]ボタンでウィンドウを閉じます。 
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7. 「3.3．連携キット用バッチファイルのコピーとバッチファイル内容変更」でコピーしたファイルのうち“report-kit.bat”

ファイルをテキストエディタで編集します。 

 

 

 

8. “report-kit.bat”ファイル内容すべてをクリップボード内に格納されている”コマンドライン実行用文字列”で上

書きし、変更します。 

 

9. レポート出力期間を相対日付に変更します。 

8.項で作成した「コマンドライン実行用文字列」ではレポート出力期間が、絶対日付の設定になっています。

レポート出力の定期的実行には、下記例のように出力期間を相対期間に変更する必要があります。 

-output_month:-0y-1m 

-output_period_s:-0y-1m01 

-output_period_e:-0y-1mee 

この設定では、バッチを実行した日の前月の 1日から 31日までを出力期間としてレポートを作成します。 

 

※コマンドライン実行用文字列は任意で変更することが可能です。変更方法の詳細については、

‘BOMW6.0-Report オプションユーザーズマニュアル’の“第 8章 付録”に記述されていますので、ご参照くださ

い。 

 

レポート出力するインスタンスが複数ある場合には、レポート作成ウィザードで必要なインスタンスを指定し、8項

と同様、クリップボード内のコマンドライン実行文字列をすべて上書きしてください。 

 

10. テキストエディタで“上書き保存”を実行し、テキストエディタを終了します。 
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